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は
じ
め
に

　

文
永
十
一
年
（
一
二
七
四
）
の
『
兼
仲
卿
暦
記
』
を
翻
刻
紹
介（
１
）し

て
以

来
、
藤
原
兼
仲
の
日
記
『
勘
仲
記
』
と
の
付
き
合
い
は
二
十
四
年
に
な
る
。

そ
の
間
、
二
〇
〇
八
年
か
ら
は
、
二
～
三
年
に
一
冊
の
ペ
ー
ス
で
『
史
料

纂
集　

勘
仲
記
』（
八
木
書
店
）
を
刊
行
し
て
き
た
。

　

兼
仲
自
筆
本
を
底
本
と
す
る
『
史
料
纂
集　

勘
仲
記
』
は
、
兼
仲
に
よ

る
文
字
修
正
の
跡
を
可
能
な
限
り
復
元
し
、
文
字
列
情
報
以
外
の
情
報
、

た
と
え
ば
挿
入
や
意
図
的
な
改
行
を
示
し
、
空
白
の
空
き
具
合
も
注
記
す

藤
原
兼
仲
『
勘
仲
記
』
を
観
る

高
橋
秀
樹

る
な
ど
、
印
刷
版
面
の
制
約
が
あ
る
中
で
、
記
主
の
筆
録
意
識
を
な
る
べ

く
残
す
よ
う
に
工
夫
し
て
い
る
。
こ
れ
は
活
字
化
さ
れ
た
文
字
列
情
報
の

み
を
重
視
し
て
き
た
従
来
の
古
記
録
研
究
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
と
と
も

に
、
日
記
原
本
の
形
態
や
記
主
の
筆
録
意
識
に
注
目
す
る
尾
上
陽
介（
２
）氏

や

筆
者（
３
）が
志
向
す
る
古
記
録
研
究
の
方
向
性
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
近
年
、
公
家
文
庫
研
究
が
盛
ん
に
な
る
な
か
で
、『
勘
仲
記
』
を

含
む
広
橋
家
旧
蔵
の
史
料
群
を
総
体
的
に
捉
え
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ

り
、
二
〇
二
〇
年
度
か
ら
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
共
同
研
究
「『
広
橋

家
旧
蔵
記
録
文
書
典
籍
類
』
を
素
材
と
す
る
中
世
公
家
の
家
蔵
史
料
群
に

関
す
る
研
究
」（
研
究
代
表
者
家
永
遵
嗣
）
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
「
広
橋
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家
旧
蔵
記
録
文
書
典
籍
類
」
を
一
時
所
有
し
て
い
た
神
宮
祭
主
藤
波
家
の

史
料
群
に
つ
い
て
も
、
二
〇
一
九
・
二
〇
二
〇
年
度
に
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
一
般
共
同
研
究
「
藤
波
家
旧
蔵
史
料
の
調
査
・
研
究
」（
研
究
代
表

者
高
橋
秀
樹
）
が
行
わ
れ
、
そ
の
成
果
の
一
部
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
研
究
集

会
「
藤
波
家
旧
蔵
史
料
調
査
の
成
果
と
課
題
」（
二
〇
二
一
年
三
月

二
十
七
日
実
施
）
で
公
表
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
研
究
活
動
の
な
か
で
、
筆
者
は
、『
勘
仲
記
』
自
筆
本
の
原

本
調
査
を
通
じ
て
、『
勘
仲
記
』
の
現
状
や
伝
来
過
程
、
記
主
兼
仲
の
筆

録
意
識
・
筆
録
方
法
に
つ
い
て
多
く
の
知
見
を
得
て
き
た
。
鎌
倉
時
代
の

古
記
録
の
ひ
と
つ
の
例
、
な
か
で
も
蔵
人
・
弁
官
ク
ラ
ス
の
日
記
の
あ
り

方
を
示
す
好
例
と
し
て
、『
勘
仲
記
』
を
取
り
上
げ
、
そ
の
日
記
と
し
て

の
あ
り
方
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
う
。

一
、『
勘
仲
記
』
の
現
状
・
伝
来
・
原
初
形
態

　

國
學
院
大
學
所
蔵
藤
波
家
文
書
の
『
藤
波
広
橋
両
家
ノ
古
文
書
調
』
に

よ
れ
ば
、
広
橋
家
に
伝
来
し
た
家
記
・
家
伝
文
書
以
下
の
重
書
は
、
明
治

四
十
年
（
一
九
〇
七
）
に
三
万
五
千
円
の
抵
当
と
し
て
藤
波
家
の
所
蔵
に

帰
し
た（
４
）。
こ
の
時
の
藤
波
家
当
主
言
忠
は
、
広
橋
胤
保
の
二
男
と
し
て
生

ま
れ
、
伊
勢
神
宮
祭
主
藤
波
教
忠
の
養
子
と
な
っ
た
人
物
で
、
広
橋
家
の

家
督
は
弟
賢
光
が
継
い
で
い
た
。
そ
の
後
、
約
十
年
を
経
て
、
藤
波
家
に

あ
っ
た
広
橋
家
旧
蔵
書
は
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
九
月
ま
で
に
岩
崎
文

庫
の
所
蔵
と
な
っ
た（
５
）。

古
書
店
主
村
口
半
次
郎
の
談
に
よ
れ
ば
、
売
価
は

十
万
円
だ
っ
た
と
い
う（
６
）。
大
正
六
年
の
識
語
が
あ
る
佐
々
木
信
綱
「
岩
崎

文
庫
所
蔵
明
恵
上
人
歌
集
に
就
き
て
」
に
は
「
昨
年
十
一
月
、
藤
波
子
爵

家
に
て
、
そ
の
前
月
京
都
に
て
発
見
せ
ら
れ
し
広
橋
伯
爵
家
旧
蔵
の
古
典

籍
数
百
巻
を
見
る
を
得
た
り
」
と
あ
る
が
、
こ
の
「
発
見
」
と
は
市
場
に

出
た
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
は
な
く
、
存
在
が
公
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と

な
の
だ
ろ
う
。
岩
崎
文
庫
に
収
ま
る
の
に
際
し
て
、
糊
が
剥
が
れ
て
い
た

も
の
を
わ
ず
か
八
か
月
で
継
ぎ
、
装
潢
し
た
と
い
う（
７
）。

　

こ
の
広
橋
家
旧
蔵
本
は
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
ま
で
に
岩
崎
文
庫

か
ら
東
洋
文
庫
に
寄
贈
さ
れ
た
。
漢
籍
を
除
く
史
料
群
の
大
半
は
昭
和

五
十
八
年
度
か
ら
六
十
二
年
度
に
国
が
買
い
上
げ
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
開
館
を
機
に
、
文
化
庁
か
ら
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
へ
と
管
理
換
え
さ

れ
た（

（
（

。
さ
ら
に
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
の
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人

人
間
文
化
研
究
機
構
の
発
足
に
伴
い
、
所
有
権
が
国
か
ら
同
法
人
に
移
っ

て
い
る
。
そ
の
間
、『
勘
仲
記
』
は
平
成
元
年
に
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
た
。

　

現
在
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
「
広
橋
家
旧
蔵
記
録
文
書
典
籍
類（
９
）」

に
は
、
自
筆
本
の
『
兼
仲
卿
記
』
七
十
七
巻
（753

〜827

）、『
兼
仲
卿
暦
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し
た
。「
藤
波
家
蔵
文
書
記
録
目
録
」
欄
に
は
、
後
述
す
る
目
録
に
記
載

さ
れ
て
い
る
『
勘
仲
記
』
の
デ
ー
タ
を
示
し
て
い
る
。

　
「
広
橋
家
旧
蔵
記
録
文
書
典
籍
類
」
の
『
勘
仲
記
』
自
筆
本
は
八
十
三

巻
プ
ラ
ス
新
規
購
入
一
巻
の
八
十
四
巻
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

が
広
橋
家
所
蔵
時
代
・
藤
波
家
所
蔵
時
代
か
ら
の
姿
で
は
な
い
。
数
度
の

改
装
や
紛
失
・
流
出
な
ど
に
よ
っ
て
、『
勘
仲
記
』は
姿
が
変
化
し
て
い
る
。

と
く
に
岩
崎
文
庫
に
収
ま
る
際
に
行
わ
れ
た
大
規
模
な
改
装
・
継
ぎ
直
し

に
よ
っ
て
、
大
き
く
姿
を
変
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
行
わ
れ
た
改
装
に
つ
い
て
は
、
原
本
に
痕
跡
が
残
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
に
作
成
さ
れ
た
『
広
橋
家
記
録
類

目
録
』（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）
や
、
明
治
四
十
年
の
『
藤
波
広
橋
両
家

ノ
古
文
書
調
』（
國
學
院
大
學
所
蔵
）、
大
正
初
期
に
作
成
さ
れ
た
と
み
ら

れ
る
『
広
橋
家
所
蔵
古
鈔
本
記
録
文
書
目
録
』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

所
蔵
）、
大
正
六
年
の
『
藤
波
家
蔵
文
書
記
録
目
録
』（
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
所
蔵
）
な
ど
の
蔵
書
目
録
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
合
巻
・
分
巻
な
ど

が
確
認
で
き
る
。
な
か
で
も
、
岩
崎
文
庫
に
入
る
直
前
の
あ
り
方
を
示
す

『
藤
波
家
蔵
文
書
記
録
目
録
』
は
、「
日
記
部
類
」
の
「
第
二
十
一
号
函
」

に
『
民
経
記
』
と
と
も
に
「
文
永
十
一
年
暦
記
」
一
巻
を
載
せ
、「
第

二
十
二
号
函
」
に
『
勘
仲
記
』
に
該
当
す
る
「
建
治
元
年
日
記
」
か
ら
「
弘

安
十
一
年
日
記
」
ま
で
の
六
十
七
巻
、「
第
五
号
函
」
に
「
正
応
元
年
日
記
」

記
』
六
巻
（830

〜834

）
が
含
ま
れ
、
そ
の
後
、
巷
間
に
流
出
し
て
い
た

断
簡
二
紙（

（1
（

（H
-1743

）、『
正
安
二
年
暦
記
』
一
巻（

（1
（

（
未
登
録
）
が
追
加
購

入
さ
れ
た
。
ま
た
、
異
筆
の
『
興
福
寺
上
棟
別
記
』（79

）
が
あ
り
、『
広

橋
家
所
伝
記
録
雑
纂
』（935
）
に
は
『
勘
仲
記
』
の
写
や
目
録
の
断
簡
が
、

『
日
記
并
記
録
目
録
』（728
）
に
は
目
録
の
一
部
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
下
郷
共
済
会
の
広
橋
文
書
や
東
京
理
科
大
学
近
代
科
学
資

料
館
下
村
文
庫（

（1
（

に
自
筆
本
断
簡
が
あ
り
、
自
筆
本
が
残
っ
て
い
な
い
時
期

の
日
記
逸
文
が
宮
内
庁
書
陵
部
の
柳
原
本
『
大
嘗
会
部
類
』
に
収
め
ら
れ

て
い
る
。
国
立
公
文
書
館
を
始
め
と
す
る
複
数
の
機
関
に
『
勘
仲
記
』
の

写
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
江
戸
時
代
末
期
に
作
成
さ
れ
た

広
橋
家
現
蔵
の
複
本
を
も
と
に
明
治
期
に
転
写
さ
れ
た
も
の
で
、『
広
橋

家
所
伝
記
録
雑
纂
』
の
写
以
外
に
、
中
世
に
さ
か
の
ぼ
る
写
本
は
確
認
で

き
な
い
。
以
上
の
自
筆
本
を
中
心
と
す
る
現
況
と
記
主
兼
仲
の
官
職
等
を

ま
と
め
た
の
が
別
表
で
あ
る
。

　

こ
の
別
表
に
は
、
年
次
、
兼
仲
の
年
齢
、
現
況
（
歴
博
架
蔵
番
号
、
日

次
記
・
暦
記
・
断
簡
等
の
別
、
所
収
月
日
、
紙
数
）
を
示
し
、「
原
題
」

に
は
端
裏
書
や
原
表
紙
の
題
、
巻
首
目
録
の
有
無
を
、「
中
闕
」
に
は
現

装
訂
に
お
い
て
本
紙
が
つ
な
が
っ
て
い
な
い
欠
損
個
所
の
有
無
を
、「
奥

書
」
に
は
巻
末
奥
書
の
有
無
を
、
そ
れ
ぞ
れ
記
号
で
示
し
、「
綴
合
」
に

は
修
補
時
の
継
ぎ
直
し
の
有
無
を
示
す
表
紙
題
簽
の
朱
書
に
つ
い
て
表
記
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別表　『勘仲記』の残存状況と藤原兼仲略年譜
年 

（西暦）年齢 歴博番号/種類/所収月日（紙数）
※他機関所蔵断簡・逸文 原題 中闕 奥書 綴合 藤波家蔵文書記録目録

（*印は奥書記載あり） 兼仲略年譜

文永11
（1274）

31 830暦記（51）
※�柳原本大嘗会部類「兼頼

朝臣記目六」1019〜1025

― × ○ 元 文永十一年暦記0101〜1230* 0415父経光卒
0604勘解由小路亭焼
0617源親時女と結婚

建治元
（1275）

32 753-1日次1021〜29（22）
753-2日次1101〜30（31）

×
―

×
× ○

―
―

建治元年日記1021〜1130

754日次1201〜18（7） × × ○ 元 建治元年日記1201〜1217* 1128兼平家政所別当
建治２

（1276）
33 755日次0101〜0226（31） ○ ○ △ 改 （0101〜0114）

建治元年日記0121〜0226
41年代不明日記* 0709内裏昇殿勅許

756日次0701〜0929（41） ◎ × ○ 元 建治二年日記0701〜0930*
757日次1101〜1226（41） ◎ ○ ○ 改 建治二年弘安四年日記抄

1101〜1117
建治二年日記1125〜1226*

建治３ 34 758日次0101〜0329（42） ○ ○ △ 元 建治三年日記0101〜0103
建治三年日記0103〜0329

弘安元
（1278）

35 759日次0501〜0715（13） ○ × ○ 元 弘安元年日記0501〜0512
761日次1001〜1207（36） × × ○ 元 弘安元年日記1001〜1207*

弘安２
（1279）

36 762日次0101〜0229（32） △ × ○ 元 弘安二年日記0101〜0217*
763日次0301〜0501（7） ○ × ○ 元 弘安二年日記抄0301〜0501*
764日次0701〜0930（30） × × ○ 元 弘安二年日記0701〜0930*
079興福寺上棟別記
1025〜1027（23）

◎ × × 元 興福寺上棟別記

弘安二年日記1105〜1126
弘安３

（1280）
37 765日次0101〜0216（27） × × ○ 改 （0101〜0110） 0206兄兼頼卒（42歳）

弘安三年日記0111〜0216*
766日次0501〜0627（18） × × ○ 改 弘安三年日記5011〜0527

（0528〜0601） 0601蔵人を所望する
弘安三年日記0601〜0610

（0614〜0627）
弘安４

（1281）
38 767日次0401〜0629（29） ○ × ○ 元 弘安四年日記0401〜0621*
768日次0701〜閏0730（26） ○ × ○ 元 弘安四年日記0710〜0830

建治二年弘安四年日記抄
閏0703〜閏0730*

769日次0801〜0929（11） ○ × ○ 元 弘安四年日記0801〜0929*
770日次欠1013〜1223（24） ― ○ ○ 改 弘安四年日記1014〜1018

（1018〜1129）
26年代不明日記1201〜1223*

弘安５
（1282）

39 771日次0101〜0329（29） ○ ○ ○ 元 弘安五年日記0101〜0329* 0129亀山院司として
初めて神事を奉行す
る772日次0701〜0928（23） × × ○ 元 弘安五年日記抄0701〜0802

弘安五年日記0807〜0928*
773日次1001〜1229（32） ○ × ○ 元 弘安五年日記1001〜1229*

弘安６
（1283）

40 774日次0101〜0329（50） ○ × ○ 元 弘安六年日記0101〜0329*
775日次0401〜0630（21） ○ × ○ 元 弘安六年日記0401〜0630*
776日次0701〜0904（11） ○ × ○ 元 弘安六年日記抄0701〜0904*
777-1日次1001〜1109（25）
777-2日次1110〜1220（19）

○
―

×
×

―
○

元
―

弘安六年日記1001〜1220*

弘安７
（1284）

41 831暦記（45） ○ × × 元 弘安七年暦記0101〜1229 0113蔵人
778日次0201〜0230（25）
※下郷共済会断簡0219

△ ○ ○ 改 弘安七年日記0201〜0227
弘安七年日記抄0227〜0229

779日次0301〜0329（24） × × ○ 元 弘安七年日記0301〜0324
33年代不明日記25〜29*

780日次0401〜閏0429（28） × × ○ 元 弘安七年日記0401〜閏0429*
781日次0501〜0529（11） × × ○ 元 弘安七年日記0501〜0529*
782日次0601〜0630（25） ○ × ○ 元 弘安七年日記0601〜0625*
783日次0701〜0830（31） × × ○ 元 弘安七年日記0701〜0830*
784日次0901〜0929（20） × × ○ 元 弘安七年日記0901〜0929* 09.16興福寺により

放氏される
10.10継氏される785日次1001〜1130（43） ○ × ○ 元 弘安七年日記1001〜1130*

786日次1201〜1229（21） ― × ◎ 元 34年代不明日記02〜29*
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年 
（西暦）年齢 歴博番号/種類/所収月日（紙数）

※他機関所蔵断簡・逸文 原題 中闕 奥書 綴合 藤波家蔵文書記録目録
（*印は奥書記載あり） 兼仲略年譜

弘安８ 42
弘安９

（1286）
43 787日次0105〜0326（27） × × × 元 弘安九年日記0105〜0326
788日次0327〜0401（31） × × × 元 弘安九年日記0327〜0401
789日次0401〜0529（22） ○ × ○ 元 弘安九年日記0401〜0529*
790日次欠0603〜0629（14） ― × ○ 元 31年代不明日記04〜29*
791日次0701〜0929（27） ○ × ○ 改 弘安九年日記0701〜0716

（0716〜0826）
弘安九年日記0901〜0929*

792日次1001〜1026（11） ○ × ○ 元 弘安九年日記1001〜不明*
793日次1201〜⑫18（25） ○ × ○ 元 弘安九年日記1201〜⑫18*

弘安10
（1287）

44 794日次0201〜0229（44） ○ ○ ○ 改 弘安十年日記0201〜0211
（0212〜0214）
弘安十年日記0215〜0224
弘安十年日記断篇､ 月読宮
宣命

H-1763断簡0224 ― ― ― ―
795日次0301〜0430（24） ○ × ○ 改 弘安十年日記0301〜0316

弘安十年日記0317〜0430
796日次0501〜0529（18） ○ × ○ 元 弘安十年日記0501〜0529*
797日次0601〜0630（14） ○ × ○ 元 弘安十年日記0601〜0630*
798日次0701〜0729（36） ○ × ○ 改 弘安十年日記0701〜0713

弘安十年日記0713〜0714*
799日次0801〜0830（23） ○ × ○ 改 弘安十年日記0801〜0830*
800日次0901〜10,30（26） ○ × ○ 改 （0901〜0918） 1210右少弁（元蔵人）

弘安十年日記0919〜1030*
正応元

（1288）
45 832暦記（42） ― × × 改 36年代不明暦記0101〜0210

弘安十一年暦記0211〜1229
801日次0101〜0129（40） × ○ × 改 弘安十一年日記0101〜0110

弘安十一年日記0111〜0116
弘安十一年日記0116〜0123

（0124〜0129）
802日次0201〜0230（42） △ × × 元 弘安十一年日記0201〜0230
803日次0301〜0328（23） × × × 元 弘安十一年日記0301〜0327
804日次0401〜0430（32） × × × 改 弘安十一年日記0401〜0421

0428改元定弘安十一年日記0425〜0429
935雑纂写断簡0401（1） ― ― ―
805日次 欠0511〜0529（30） ― ○ × 改 37年代不明日記12〜16

正応元年日記0516〜0520
正応元年日記不明23〜29

806日次0601〜0629（31） × × × 元 正応元年日記0601〜0629
807-1日次0701〜0813（27）
807-2日次0813〜0828（26）

×
―

○
×

―
×

改
―

正応元年日記0701〜0803
正応元年日記0804〜0828

H-1763断簡0803〜0804 ― ― ―
808日次0901〜0929（13） × × × 改 正応元年日記0901〜0929
809日次1001〜1029（40）
810日次1101〜1103欠（1）

○
―

×
×

―
―

改
―

正応元年日記1002〜1103 1027左少弁
1108従四位下

正応２
（1289）

46 811日次 欠0101〜0228（33） ― × ○ 元 正応二年日記0101〜0228* 0113右中弁､従四位上
0224右宮城使

812日次0301〜0320（6） ○ × × 元 正応二年日記0301〜0320
813日次0413〜0505（33） ○ ○ × 改 正応二年日記0413〜0421

正応二年日記0421〜0426
正応二年日記0428〜0505

814日次 欠0701〜0713（5） ― × × 元 29年代不明日記残欠02〜13 0602正四位下
815日次0901〜1030（53）
※下郷共済会断簡1030

○ × × 改 （0901〜1001） 1018左中弁
正応二年日記1002〜1018 ⑩14造興福寺長官､

左宮城使正応二年日記1018〜1030
正応３

（1290）
47 0113備前権守

0608右大弁､ 春宮亮
1121左大弁
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年 
（西暦）年齢 歴博番号/種類/所収月日（紙数）

※他機関所蔵断簡・逸文 原題 中闕 奥書 綴合 藤波家蔵文書記録目録
（*印は奥書記載あり） 兼仲略年譜

正応４
（1291）

48 816日次0101〜0114（14） ○ × × 元 正応四年日記0101〜0114 0729蔵人頭
0802聴禁色728日記并記録目録

0820〜1221
― ― ― ―

817日次1001〜1003（2） ○ × × 元 正応四年日記1001〜1003
正応５

（1292）
49 728日記并記録目録

0101〜1105
― ― ― ― 1105参議

935雑纂目録0101〜0128（1） ― ― ― ―
818日次 欠0901〜0930（34） ― × × 改 正応五年日記0902〜0914

正応五年日記0922〜0930
819日次1101〜1107（11） ◎ × ○ 改 正応五年日記1101〜1107*
820日次 欠1203〜1206欠（1） ― × ― 89年代不明日記断篇

永仁元
（1293）

50 821日次0601〜0605（5） × ○ ○ 改 正応六年日記0601〜0604 0218還右大弁
0314従三位822日次0801〜0829（33） ◎ × ○ 改 正応六年日記0801〜0805

永仁元年日記0807〜0816
（0817〜0825）
73年代不明日記26〜29* 1213権中納言

（5人超越）823日次1001〜1129（17） ○ ○ ○ 改
824日次1201〜1230（20） ◎ × ○ 改 永仁元年日記1201〜1230*
935雑纂目録1018〜1129（1） ― ― ― ―

永仁２
（1294）

51 833-1暦記0101〜0625（42）
833-2暦記0626〜1229（36）

△
―

×
×

―
×

改
―

永仁二年暦記0101〜0422
永仁二年暦記0403〜1215

（1216〜1229）

1224正三位､
辞権中納言

825日次0101〜0130（49） △ × × 元 永仁二年日記0101〜0130
826日次0201〜0206（7） △ × × 元 永仁二年日記0201〜0206
827日次0301〜0319（16） △ × × 元 永仁二年日記0301〜0319

永仁二年日記1222
永仁３ 52 01本座
永仁４ 53
永仁５ 54
永仁６ 55 ※柳原本大嘗会部類

08〜12目録
正安元 56 0412従二位
正安２

（1300）
57 834暦記欠0105〜0107（4） ― × ― 改 17年代不明暦記06〜07

（未登録）暦記0104〜0121 ― ― ― ―
※東京理科大断簡0107
※国立公文書館写本
0104〜0105、0108〜0328

正安３ 58 ※柳原本大嘗会部類
延慶元 65 0120兼仲卒

【凡例】
　閏月は○数字で表記した。
　下郷共済会所蔵の年月日未詳断簡は除いた。
　原題…�◎は端裏書・原表紙と巻首目録を有する巻、○は端裏書・原表紙を有する巻、△は巻首目

録を有する巻、―は欠損により確認できない巻を示した。
　中闕…�○は現装訂において『此間闕』の朱書押紙が付されているなど、本紙がつなげられていな

い個所がある巻、×はすべての本紙がつなげられている巻を示した。
　奥書…�◎は記主兼仲筆の奥書を有する巻、○は子息光業の奥書を有する巻、△はそれ以外の奥書

のみを有する巻、―は欠損により確認できない巻を示した。
　綴合…�元は表紙題簽に「綴合わせもとのまゝ」など装訂に際して紙継を変更していない旨を朱書

する巻、改は「綴合改めたる通り」など紙継を変更した旨を朱書する巻、―は表記がない
巻を示した。

　藤波家蔵文書記録目録…冒頭にある数字は「第一号函」内の史料番号を示した。
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か
ら
「
永
仁
二
年
日
記
」
ま
で
の
三
十
巻
、
計
九
十
八
巻
を
記
載
す
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
藤
波
家
所
蔵
時
代
の
『
勘
仲
記
』
が
巻
数
の
上
で
は
現
状

よ
り
も
十
五
巻
多
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
加
え
て
「
第
一
号
函
」
と
し

て
、『
勘
仲
記
』
を
含
む
「
年
代
不
明
日
記　

残
欠
」「
年
代
不
明
暦
記　

残
欠
」
一
一
七
点
を
掲
げ
て
い
る（

（1
（

。

　

こ
の
「
年
代
不
明
日
記
」「
年
代
不
明
暦
記
」
に
は
、
所
収
月
日
や
文

言
の
一
部
が
「
端
云
、
呂
安
名
尊
云
々
」
な
ど
と
記
載
さ
れ
て
い
て
、
修

補
時
の
紙
継
ぎ
を
復
元
す
る
手
掛
か
り
と
な
る
。
別
表
に
は
、
そ
う
し
た

復
元
を
含
め
て
、『
勘
仲
記
』
の
現
状
と
『
藤
波
家
蔵
文
書
記
録
目
録
』

掲
載
の
巻
・
断
簡
と
の
対
応
関
係
を
示
し
た
。
表
の
な
か
で
「（0101

～

0114

）」
と
記
し
て
い
る
の
は
、
現
在
の
巻
に
は
正
月
一
日
か
ら
十
四
日

の
記
事
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、『
藤
波
家
蔵
文
書
記
録
目
録
』
に
は
該

当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
巻
・
断
簡
が
掲
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
部
分
が

復
元
で
き
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
『
藤
波
家
蔵
文
書
記
録
目
録
』に
は
所
収
年
月
日
の
誤
記
載
が
あ
り
、「
建

治
元
年
日
記
〈
自
正
月
廿
一
日
至
二
月
廿
六
日　

端
奥
欠
〉
一
巻
」
と
あ

る
の
は
、「
建
治
二
年
正
二
月
記
」
の
一
部
だ
と
み
ら
れ
る
。「
弘
安
二
年

日
記〈
自
十
一
月
五
日
至
廿
六
日　

端
欠
〉一
巻
」「
永
仁
二
年
日
記〈
十
二

月
廿
二
日　

奥
端
欠
〉
一
巻
」
の
記
載
が
あ
る
が
、
該
当
す
る
巻
は
現
存

分
に
は
な
く
、『
岩
崎
文
庫
和
漢
書
目
録
』（
東
洋
文
庫
、
一
九
三
四
年
）

に
も
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
い
ず
れ
も
『
藤
波
家
蔵
文
書
記
録
目
録
』
の

誤
り
だ
ろ
う
。
ま
た
、「
正
応
二
年
日
記
〈
奥
欠
、
巻
首
云
、
此
巻
所
々

他
筆
混
雑
見
合
可
綴
改
也
、
日
次
合
ハ
ズ
、
恐
ク
ハ
他
筆
ニ
ア
ラ
ズ
シ
テ

綴
合
ヲ
誤
レ
ル
ナ
ラ
ン
〉
一
巻
」
が
載
っ
て
い
る
が
、
巻
首
に
こ
の
書
き

入
れ
が
あ
る
も
の
は
現
存
し
て
お
ら
ず
、
不
明
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
修
補

に
際
し
て
綴
じ
が
剥
が
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
巻
に
綴
じ
直
さ
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。「
建
治
弘
安
御
記
〈
断
篇
〉　

二
巻
」
も
同
じ
よ
う
な
処
理

が
な
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
綴
じ
直
し
が
行
わ
れ
た
巻
の
後
補
表
紙
題
簽
に
は
、
朱
書
で

「
綴
合
改
め
た
る
通
り
」
と
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
い
っ
ぽ
う
で
「
綴

合
も
と
の
ま
ゝ
」「
綴
合
そ
の
ま
ゝ
」「
拈
接
こ
の
ま
ゝ
」
の
朱
書
書
き
入

れ
が
あ
る
巻
は
、
綴
じ
の
改
変
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
と
思
わ

れ
る
が
、
別
表
を
み
る
と
、「
建
治
三
年
春
記
」（758

）「
弘
安
四
年
七
・

閏
七
月
記
」（768

）
な
ど
、「
綴
合｣

欄
が
「
元
」
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
実
際
に
は
複
数
巻
を
綴
じ
直
し
て
い
る
巻
が
散
見
す
る
。
こ
の
よ

う
に
、『
藤
波
家
蔵
文
書
記
録
目
録
』
と
の
照
合
に
よ
っ
て
、
改
装
・
綴

じ
直
し
に
よ
る
変
化
と
そ
れ
以
前
の
形
が
お
お
よ
そ
復
元
で
き
る
の
で
あ

る
が
、『
勘
仲
記
』
自
筆
本
を
原
本
観
察
す
る
と
、『
勘
仲
記
』
の
原
初
的

な
あ
り
方
や
過
去
の
改
装
の
痕
跡
も
確
認
で
き
る
。

　

題
簽
に
「
拈
接
こ
の
ま
ゝ
」
と
記
入
さ
れ
て
い
る
「
弘
安
五
年
春
記
」
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（771

）
の
途
中
に
は
、
押
紙
に
朱
書
で
「
此
間
有
落
簡
歟
、〈
大
正
六
年

八
月
二
十
六
日
改
〉」「
此
間
有
脱
簡
歟
、〈
大
正
六
年
八
月
二
十
六
日
改
〉」

と
書
き
込
ま
れ
て
い
て
、
装
潢
を
や
り
直
し
た
日
付
や
、
そ
の
時
に
落
丁

の
有
無
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
も
わ
か
る
。

　

現
在
の
『
勘
仲
記
』
は
軸
・
軸
付
紙
が
あ
り
、
青
緑
色
の
紙
表
紙
が
付

け
ら
れ
て
い
る
。「
広
橋
家
旧
蔵
記
録
文
書
典
籍
類
」
の
巻
子
本
に
ほ
ぼ

共
通
す
る
こ
の
青
緑
色
の
表
紙
は
岩
崎
文
庫
に
納
入
さ
れ
る
前
の
改
装
に

際
し
て
付
け
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
以
前
の
広
橋
家
・
藤
波
家
所
蔵
時
代

の
表
紙
は
、
令
和
二
年
度
購
入
の
「
正
安
二
年
暦
記
」
や
『
後
鳥
羽
院
日

吉
御
幸
記
』（50

）
に
残
る
渋
引
紙
表
紙
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
、『
勘
仲
記
』
の
原
初
的
な
形
態
は
、
軸
も
表

紙
も
な
く
、
継
紙
を
左
か
ら
丸
め
込
ん
だ
状
態
で
、
本
紙
の
端
裏
に
兼
仲

自
筆
で
「
建
治
二
年
十
一
十
二
両
月
記
」「
正
応
二　

九　

十
」
な
ど
と

所
収
年
月
を
書
き
入
れ
た
形
で
保
管
さ
れ
て
い
た
。
別
表
の
「
原
題
」
の

欄
に
示
し
た
よ
う
に
、
す
べ
て
で
は
な
い
が
、
多
く
の
巻
に
こ
う
し
た
端

裏
書
が
残
っ
て
い
る
。
端
裏
書
に
は
年
月
の
み
な
ら
ず
、「
殿
下
執
事
治

部
少
輔
」（768

）「
蔵
人
治
部
少
輔
」（796

）
と
、
兼
仲
が
署
名
し
て
い

る
も
の
も
あ
る
。
次
の
段
階
と
し
て
、
一
部
の
巻
に
は
、
兼
仲
自
身
が
巻

首
に
目
録
を
付
し
た
。「
原
題
」欄
に
◎
△
の
記
号
を
付
け
た
も
の
の
う
ち
、

「
建
治
二
年
秋
記
」（756

）
は
、
端
裏
書
「
建
治
二
年
秋
愚
記　

正
五
位

下
治
部
少
輔
兼
仲
」
を
書
き
入
れ
て
い
た
本
紙
の
前
に
一
紙
を
継
ぎ
、「
七

月
廿
二
日
、
昇
殿
拝
賀
」「
廿
四
日
、
初
度
宇
治
御
出
、〈
奉
行
、
供
奉
、〉」

と
記
し
て
目
録
と
し
て
い
る
。
こ
の
目
録
が
付
い
た
状
態
で
は
、
巻
い
た

場
合
に
所
収
年
次
が
外
見
上
わ
か
ら
な
い
か
ら
、
こ
れ
に
所
収
年
次
を
記

し
た
白
紙
の
原
表
紙
が
付
い
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。「
弘
安
二
年
三
・

四
・
五
月
記
」（763

）
は
「
弘
安
二
年
三
・
四
・
五
月
愚
記
」
と
端
裏
に
書

い
た
本
紙
に
、
一
紙
を
加
え
「
弘
安
二
年
三
・
四
・
五
月
記
」
の
題
と
「
五

月
一
日
以
後
不
レ

書
レ

奥
」の
文
言
を
書
い
て
い
る
。「
弘
安
二
年
正
二
月
記
」

（762

）「
弘
安
七
年
二
月
記
」（778

）
も
現
在
遊
紙
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
一
紙
が
自
筆
目
録
で
あ
る
。

　
「
永
仁
元
年
十
二
月
記
」（824

）
は
兼
仲
自
筆
の
端
裏
書
「
永
仁
元
年

十
二
月　

権
中［　
　

］」
が
あ
る
本
紙
の
前
に
別
筆
の
巻
首
目
録
を
備

え
て
い
る
。「
正
応
五
年
十
一
月
記
」（819

）｢

永
仁
二
年
二
月
記
」（826

）

「
永
仁
二
年
三
月
記
」（827

）
の
目
録
は824

と
は
異
な
る
筆
跡
で
あ
る
。

第
三
段
階
と
し
て
、
子
孫
が
利
用
の
便
宜
を
図
っ
て
目
録
を
つ
け
、
改
装

し
た
姿
が
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
詳
細
に
観
察
す
る
と
、途
中
に
端
裏
書
の
あ
る
巻
が
二
巻
あ
る
。

「
弘
安
十
年
八
月
記
」（799

）
は
二
十
七
日
条
の
「
蔵
人
方
条
々
」
の
途

中
に
当
た
る
二
十
張
の
端
裏
に
後
世
の
筆
で
「
弘
安
十
年
〈
自
八
月
廿
八

日
丙
戌
至
卅
日
戊
子
〉」
と
書
か
れ
て
お
り
、
一
時
期
、
二
十
張
か
ら
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二
十
三
張
の
四
紙
（
二
十
八
日
～
三
十
日
）
が
分
離
し
て
い
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。『
藤
波
家
蔵
文
書
記
録
目
録
』
に
は
「
弘
安
十
年
日
記
〈
自

八
月
一
日
至
卅
日　

中
間
欠
、
奥
云
、
正
和
二
年
四
月
廿
九
日
抄
出
了
、

延
慶
三
年
十
月
廿
九
日
取
目
六
了
〉
一
巻
」
と
あ
る
か
ら
、
大
正
期
に
は

冒
頭
の
十
数
紙
と
末
尾
の
四
紙
は
合
巻
さ
れ
て
い
て
、
途
中
の
数
紙
が
欠

け
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　
「
正
応
二
年
九
・
十
月
記
」（815
）
は
三
十
三
張
の
端
裏
に
「
正
応
二
年

任
大
臣
大
饗
奉
行
記
」
と
書
き
、
右
肩
に
「
十
月
十
八
日
」
と
小
書
き
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
十
月
十
七
日
条
ま
で
と
、
十
月
十
八
日
条
以
下
が
分

離
し
て
い
て
、
後
者
が
「
正
応
二
年
任
大
臣
大
饗
奉
行
記
」
と
い
う
別
記

と
し
て
伝
来
し
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
端
裏

書
の
筆
跡
は
兼
仲
と
は
異
な
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
か
ら
、
兼
仲
子
孫

の
所
為
で
あ
ろ
う
。『
藤
波
家
蔵
文
書
記
録
目
録
』
が
作
成
さ
れ
た
大
正

六
年
の
段
階
で
も
分
巻
さ
れ
た
ま
ま
で
、
そ
の
後
の
修
補
に
よ
っ
て
合
巻

さ
れ
た
。二

、
日
次
記
と
別
記

　

兼
仲
の
父
経
光
の
『
民
経
記
』
に
は
、
自
筆
本
『
経
光
卿
維
摩
会
参
向

記
』（99

・100

）、
同
『
経
光
卿
御
斎
会
奉
行
記
』（319

）、
写
本
『
経
光

卿
四
方
拝
参
仕
記
』（320

）
な
ど
の
書
名
で
伝
来
す
る
別
記
が
数
巻
存
在

す
る
の
に
対
し
て
、『
勘
仲
記
』の
場
合
、別
記
と
し
て
伝
来
す
る
の
は『
興

福
寺
上
棟
別
記
』（79

）
の
み
で
あ
る
。
一
時
期
、「
正
応
二
年
任
大
臣
大

饗
奉
行
記
」
と
称
さ
れ
た
一
巻
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
兼
仲
の
所
為
で
は

な
い
。
兼
仲
は
別
記
を
作
成
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
。
現
存
す
る
『
勘
仲

記
』
の
あ
り
方
と
、
父
経
光
の
『
民
経
記
』
と
の
比
較
か
ら
、
考
え
て
み

よ
う
。

　

現
存
す
る『
勘
仲
記
』の
な
か
で
最
も
古
い「
文
永
十
一
年
暦
記
」（830

）

正
月
二
十
六
日
条
に
は
「
晴
、
御
譲
位
、〈
在
レ

別
、〉」
と
い
う
記
事
が
あ

る
。
こ
の
暦
記
と
は
別
に
亀
山
天
皇
の
譲
位
儀
を
記
し
た
記
事
が
存
在
し

て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
「
別
」
が
何
を
さ
す
の

か
が
問
題
と
な
る
。

　
『
民
経
記
』
に
お
い
て
は
、
暦
記
と
併
存
す
る
非
暦
日
次
記（

（1
（

を
「
別
記
」

と
呼
ん
で
い
た
と
、
尾
上
氏
が
指
摘
し
て
い
る（

（1
（

。
た
と
え
ば
、「
寛
喜
三

年
暦
記
」（844

）
で
は
、
三
月
二
日
条
に
「
臨
時
祭
奉
行
間
子
細
事
、

〈
在
二

別
記
一

、〉」、同
三
日
条「
入
レ

夜
聊
在
二

詩
歌
会
一

、〈
子
細
在
二

別
記
一

、〉」

の
記
事
が
あ
る
が
、併
存
す
る
非
暦
日
次
記
に
詳
細
な
記
事
が
あ
る
か
ら
、

こ
の
「
別
記
」
は
非
暦
日
次
記
を
さ
す
。

　

こ
の
よ
う
に
『
民
経
記
』
の
場
合
に
は
、
暦
記
と
併
存
す
る
詳
細
な
非

暦
日
次
記
を「
別
記
」と
呼
ん
で
い
た
が
、『
勘
仲
記
』の
場
合
に
は
、「
別
」
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が
併
存
す
る
非
暦
日
次
記
を
さ
す
と
は
言
い
が
た
い
。

　

遠
藤
珠
紀
氏
に
よ
れ
ば
、『
勘
仲
記
』
に
は
、
暦
記
と
非
暦
日
次
記
が

併
存
す
る
時
期
と
暦
記
が
単
独
で
用
い
ら
れ
て
い
る
時
期
と
が
あ
り
、
別

紙
の
挿
入
の
有
無
に
よ
っ
て
そ
の
違
い
を
判
別
す
る
こ
と
が
で
き
る（

（1
（

。「
文

永
十
一
年
暦
記
」（830
）
は
別
紙
の
挿
入
が
あ
る
暦
記
で
あ
る
か
ら
、
こ

の
年
は
非
暦
日
次
記
と
の
併
用
が
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。し
た
が
っ
て
、

「
在
別
」
の
「
別
」
は
、
暦
記
と
併
存
す
る
非
暦
日
次
記
を
さ
す
の
で
は

な
く
、「
亀
山
天
皇
御
譲
位
記
」
の
よ
う
な
別
記
が
存
在
し
た
こ
と
を
示

す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
「
亀
山
天
皇
御
譲
位
記
」
は
現
存
し
て
い
な
い
が
、

暦
記
と
連
動
し
、
暦
記
を
補
完
す
る
別
記
と
し
て
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と

は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
日
記
を
書
き
始
め
た
こ
ろ
の
兼
仲
は
、
父
経
光
の

『
民
経
記
』
と
は
「
別
記
」
の
用
い
方
が
違
っ
て
い
た
。

　
『
勘
仲
記
』
自
筆
本
が
現
存
し
て
い
な
い
正
安
二
年
（
一
三
〇
〇
）
正

月
の
日
記
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
写
本
）
に
も
、「
参
二

近
衛
殿
一

、
相
二

具

光
資
一

、
右
大
将
御
慶
申
奉
行
、
其
儀
在
二

別
記
一

」（
十
日
条
）、「
行
幸
儀

在
二

別
記
一

」（
十
一
日
条
）と
い
う「
別
記｣

の
存
在
を
示
す
記
事
が
あ
る
。

「
右
大
将
」
は
主
家
の
一
員
で
あ
る
藤
原
家
平
で
あ
り
、
そ
の
慶
申
は
摂

関
家
の
重
要
儀
礼
で
あ
る
。
十
一
日
条
の
行
幸
は
、
後
伏
見
天
皇
に
よ
る

朝
覲
行
幸
で
あ
る
。
遠
藤
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
正
安
二
年
正
月
記
は
別
紙

挿
入
が
あ
る
暦
記
の
写
本
で
あ
っ
た
。
こ
の
部
分
は
非
暦
日
次
記
が
併
存

し
て
い
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
「
別
記
」
は
非
暦
日
次
記
を

さ
す
も
の
で
は
な
く
、
暦
記
を
補
完
す
る
別
記
の
存
在
を
示
す
も
の
だ
ろ

う
。
正
安
二
年
は
、
兼
仲
が
日
記
を
書
き
始
め
て
か
ら
二
十
六
年
後
で
あ

る
。
こ
の
段
階
で
も
兼
仲
の
「
別
記
」
は
非
暦
日
次
記
以
外
の
も
の
を
さ

し
て
い
た
。

　
「
弘
安
七
年
暦
記
」（831

）
正
月
十
九
日
条
に
も
「
申
二

五
位
蔵
人
拝
賀

従
事
一

、
在
二

別
記
一

」
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
五
位
蔵
人
拝
賀
従
事
は
、

蔵
人･

弁
官
を
歴
任
す
る
勧
修
寺
流
藤
原
氏
や
日
野
流
藤
原
氏
に
と
っ
て

極
め
て
重
要
な
儀
礼
で
あ
る
。
こ
の
年
は
二
月
記
か
ら
十
二
月
記
ま
で
の

非
暦
日
次
記
九
巻
が
現
存
し
て
い
る
が
、
正
月
に
限
っ
て
非
暦
日
次
記
が

現
存
し
て
い
な
い
。
文
永
十
一
年
と
正
安
二
年
の
あ
り
方
か
ら
す
れ
ば
、

こ
の
弘
安
七
年
に
お
い
て
も
非
暦
日
次
記
で
は
な
く
、「
兼
仲
卿
五
位
蔵

人
拝
賀
従
事
記
」の
よ
う
な
別
記
の
存
在
を
想
定
し
た
方
が
い
い
だ
ろ
う
。 

な
お
、
非
暦
日
次
記
が
併
存
す
る
「
正
応
元
年
暦
記
」（832

）
と
「
永
仁

二
年
暦
記
」（833

）
に
は
「
別
記
」
の
記
載
が
な
い
。

　
『
勘
仲
記
』
の
別
記
と
し
て
唯
一
現
存
す
る
の
が
『
興
福
寺
上
棟
別
記
』

（79

）
で
あ
る
。
弘
安
二
年
十
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
三
日
間

の
記
事
が
本
紙
十
九
張
に
書
か
れ
、巻
首
に
目
録
一
張
が
付
さ
れ
て
い
る
。

内
容
は
、
兼
仲
の
主
人
で
あ
る
関
白
・
氏
長
者
藤
原
兼
平
の
興
福
寺
上
棟

参
列
記
で
、
南
都
下
向
か
ら
宇
治
還
御
ま
で
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
行
列
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の
交
名
に
は
「
治
部
少
輔
〈
余
、〉」
と
あ
る
か
ら
、
兼
仲
を
第
一
人
称
と

す
る
日
記
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
が
、
本
文
の
筆
跡
が
兼
仲
の
筆
跡
と

は
明
ら
か
に
異
な
る
。
で
は
、
後
世
の
写
か
と
い
え
ば
、
そ
う
で
は
な
い
。

紙
背
文
書
の
閏
三
月
十
三
日
書
状
は
「
治
部
少
輔
殿
」
宛
で
あ
る
か
ら
、

兼
仲
の
も
と
に
あ
っ
た
料
紙
が
利
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
し
、
十
一
月

六
日
付
け
の
「
左
中
弁
殿
」
宛
て
書
状
は
、
兄
兼
頼
宛
て
の
建
治
元
年
の

文
書
で
あ
る
。
記
主
や
家
族
宛
て
の
数
年
前
の
書
状
が
料
紙
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ご
く
一
般
的
な
日
記
の
あ
り
方
で
あ
る
。

　

本
文
は
異
筆
で
あ
る
が
、
本
文
に
施
さ
れ
た
修
正
の
文
字
は
、
見
慣
れ

た
兼
仲
の
筆
跡
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
第
三
者
に
書
か
せ
た
日
記
に

兼
仲
が
手
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
と
み
て
い
い
。
で
は
、
そ
の
修
正
は
ど

の
程
度
の
も
の
な
の
か
。
散
見
さ
れ
る
の
は
、
よ
く
似
た
文
字
の
修
正
で

あ
る
。
例
え
ば
「
令
」
を
「
之
」
に
直
し
て
い
た
り
、「
両
」
を
「
多
」「
留
」

に
、「
乎
」
を
「
手
」
に
、「
皮
」
を
「
彼
」
に
、「
停
之
」
を
「
役
之
」

に
直
し
て
い
た
り
す
る
。
修
正
前
の
文
字
で
は
ま
っ
た
く
意
味
が
通
じ
な

い
か
ら
、
書
写
者
は
内
容
を
考
え
ず
に
写
し
て
い
る
だ
け
で
、
本
文
が
書

写
者
に
よ
る
作
文
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
は
兼
仲
が

作
文
し
た
も
の
を
、
公
事
に
通
じ
て
い
な
い
家
人
に
写
さ
せ
た
の
だ
と
思

わ
れ
る（

（1
（

。
兼
仲
が
使
わ
な
い
「
余
」
の
表
記
を
自
称
に
用
い
て
い
る
の
は
、

下
書
き
の
「
予
」
を
勝
手
に
「
余
」
に
書
き
換
え
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
の
年
の
非
暦
日
次
記
は
正
・
二
月
記
、
三
・
四
・
五
月
記
、
秋
記
の
み
現

存
し
て
お
り
、
こ
の
別
記
と
連
動
す
る
日
次
記
は
確
認
で
き
な
い
。

　

別
記
と
題
さ
れ
る
日
記
は
、
こ
の
『
興
福
寺
上
棟
別
記
』
し
か
現
存
し

て
い
な
い
が
、
非
暦
日
次
記
の
な
か
に
別
記
は
紛
れ
込
ん
で
い
な
い
だ
ろ

う
か
。
別
表
に
示
し
た
日
記
の
所
収
月
日
を
み
る
と
、
前
欠
で
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
一
日
か
ら
晦
日
ま
で
と
い
う
一
般
的
な
日
次
記
と
は
異

な
っ
た
所
収
月
日
を
も
つ
日
記
が
三
巻
み
ら
れ
る
。「
建
治
元
年
十
月
記
」

（753-1

）、「
弘
安
九
年
春
記
」（787

）、「
正
応
二
年
四
・
五
月
記
」（813

）

で
あ
る
。
ま
た
、「
弘
安
九
年
春
記
」
は
三
月
二
十
六
日
と
い
う
中
途
半

端
な
日
付
で
終
わ
り
、こ
れ
に
接
続
す
る「
弘
安
九
年
三
・
四
月
記
」（788

）

が
二
十
七
日
条
か
ら
始
ま
る
と
い
う
意
図
的
な
巻
の
変
更
が
み
ら
れ
、「
正

応
二
年
四
・
五
月
記
」
も
五
月
五
日
条
で
終
わ
る
と
い
う
不
自
然
さ
を
も

つ
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
巻
の
性
格
を
考
え
て
み
よ
う
。

　

現
存
す
る
最
古
の
非
暦
日
次
記
で
あ
る「
建
治
元
年
十
・
十
一
月
記
」は
、

冒
頭
に
「
建
治
元
年
十
月
廿
一
日
、
天
晴
、
風
静
、
今
日
鷹
司
大
殿
〈
兼

平
、〉
令
レ

蒙
二

摂
政
詔
一

給
」
と
あ
り
、
こ
の
記
が
一
日
か
ら
始
ま
る
通
常

の
日
次
記
で
は
な
く
、
主
人
兼
平
の
任
摂
政
を
契
機
と
し
て
二
十
一
日
条

か
ら
書
き
始
め
ら
れ
た
日
記
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。現
状
で
は
、

十
一
月
一
日
条
か
ら
分
巻
さ
れ
て
い
る
が
、
も
と
も
と
は
十
一
月
三
十
日

条
ま
で
が
一
巻
だ
っ
た
。
記
事
の
な
か
に
は
、
兼
平
の
摂
政
・
氏
長
者
へ
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の
就
任
と
は
関
わ
ら
な
い
煕
仁
の
立
親
王
（
十
月
二
十
七
日
条
）、
立
太

子
（
十
一
月
五
日
条
）、
日
吉
臨
時
祭
・
延
暦
寺
衆
徒
蜂
起
（
十
一
月

十
八
日
条
）
な
ど
の
記
事
も
あ
り
、「
鷹
司
大
殿
任
摂
政
記
」
か
ら
離
れ

て
日
次
記
化
し
、
氏
長
者
に
関
わ
る
法
成
寺
御
八
講
初
日
で
あ
る
十
一
月

三
十
日
条
で
巻
が
終
わ
っ
て
い
る
。
次
の
「
建
治
元
年
十
二
月
記
」（754

）

は
、
冒
頭
に
「
建
治
元
年
十
二
月
」
と
一
行
立
て
て
、
一
日
の
法
成
寺
御

八
講
第
二
日
の
記
事
が
あ
る
。
体
裁
と
し
て
は
通
常
の
日
次
記
の
形
で
書

き
始
め
て
い
る
。
こ
の
巻
は
十
四
日
条
の
摂
政
詔
書
覆
奏
記
事
の
あ
と
、

十
五
日
条
の
法
勝
寺
大
乗
会
へ
の
亀
山
上
皇
臨
幸
の
記
事
を
書
き
終
え
た

と
こ
ろ
で
、
一
行
分
の
空
白
を
設
け
て
、「
入
レ

夜
前
殿
下
令
レ

遁
二

大
名
一

御
之
後
、
始
有
二

御
出
仕
一

」
以
下
の
兼
平
息
基
忠
の
再
出
仕
の
記
事
と
春

日
社
維
摩
会
僧
名
定
の
記
事
を
書
く
。
そ
し
て
最
後
は
「
十
八
日
」
と
日

付
を
書
い
て
筆
を
止
め
、そ
の
あ
と
に
十
七
行
分
の
空
白
を
残
し
て
い
る
。

意
図
的
に
こ
こ
で
書
き
終
え
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。「
建
治
元

年
十
・
十
一
月
記
」
末
と
「
建
治
元
年
十
二
月
記
」
の
初
め
は
、
日
次
記

と
差
異
が
な
く
な
っ
て
い
た
が
、「
建
治
元
年
十
二
月
記
」
は
再
び
「
鷹

司
大
殿
任
摂
政
記
」
を
意
識
し
て
擱
筆
し
て
い
る
と
み
て
い
い
。

　
「
弘
安
九
年
春
記
」
は
、「
弘
安
九
年
正
月
五
日
、
壬
申
、
晴
、
為
二

頭

宮
内
卿
経
頼
朝
臣
奉
行
一

、
来
三
月
可
レ

有
レ

行
二

幸
春
日
社
一

、
可
二

奉
行
一

之
由
、
被
二

仰
下
一

、
申
二

領
状
一

了
」
で
始
ま
る
か
ら
、
こ
の
巻
に
正
月
一

日
か
ら
四
日
条
は
存
在
せ
ず
、
五
日
条
か
ら
書
き
始
め
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
で
あ
る
。
三
月
に
後
宇
多
天
皇
の
春
日
行
幸
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
こ
の
日
、
蔵
人
頭
を
通
じ
て
、
兼
仲
に
行
事
蔵
人
と
し
て
の
奉
行
が

命
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
兼
仲
は
「
邂
逅
重
事
、
応
二

清
撰
一

奉
レ

之
、
可

レ

謂
二

面
目
一

者
也
」
と
、
そ
の
喜
び
を
記
し
、
早
速
に
陰
陽
師
を
召
し
て

日
次
を
風
記
に
載
せ
て
注
進
さ
せ
て
い
る
。
白
馬
節
会
や
亀
山
上
皇
の
石

清
水
参
籠
な
ど
の
記
事
も
あ
る
が
、
大
半
は
春
日
行
幸
の
準
備
過
程
に
関

す
る
記
事
で
あ
る
。
こ
の
日
記
は
「
後
宇
多
天
皇
春
日
行
幸
記
」
を
意
図

し
て
書
き
始
め
ら
れ
、
書
き
続
け
ら
れ
た
と
み
て
い
い
だ
ろ
う
。
こ
の
巻

の
末
尾
は
、行
幸
前
日
に
当
た
る
三
月
二
十
六
日
条
で
、最
後
の
行
が
ち
ょ

う
ど
紙
替
わ
り
部
分
の
上
に
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
先
に
ま
だ
二
紙
が
貼

り
継
が
れ
て
い
て
、
二
十
七
日
条
を
こ
の
巻
に
書
く
こ
と
も
可
能
で
あ
っ

た
が
、
す
で
に
二
十
六
紙
を
費
や
し
て
記
し
て
お
り
、
詳
細
な
行
幸
当
日

の
記
事
は
別
の
継
紙
に
書
く
こ
と
に
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

三
月
二
十
七
日
条
か
ら
始
ま
る
次
の
巻
（788

）
は
「
弘
安
九
年
三
月

廿
七
日
、
甲
午
、
昨
日
雖
二

雨
降
一

、
自
二

暁
更
一

属
レ

晴
、
今
日
天
皇
可
レ

有

レ

行
二

幸
春
日
社
一

、予
可
レ

令
二

奉
行
一

之
間
、自
二

去
夜
一

祗
二

候
禁
省
一

、細
々

事
為
二

申
沙
汰
一

也
」
と
、
年
号
・
月
を
伴
っ
て
書
き
出
し
、
二
十
七
日
当

日
の
記
事
を
十
九
張
分
、還
御
す
る
翌
二
十
八
日
の
記
事
を
九
張
分
記
す
。

三
月
二
十
九
日
分
は
記
事
を
書
い
て
い
な
い
が
、
亀
山
上
皇
か
ら
行
幸
行
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事
を
讃
え
ら
れ
た
こ
と
や
行
幸
勧
賞
に
関
す
る
四
月
一
日
条
を
一
張
分
に

記
し
て
、
こ
の
巻
を
書
き
終
え
て
い
る
。
末
尾
に
白
紙
一
紙
を
残
し
て
い

る
か
ら
、
意
図
的
に
勧
賞
交
名
で
記
事
を
終
え
た
の
で
あ
る
。

　

四
月
一
日
条
は
、「
弘
安
九
年
四
・
五
月
記
」（789

）
と
し
て
も
残
さ
れ

て
い
る
。788

で
詳
し
く
記
し
た
勧
賞
の
こ
と
は
「
奏
二

勧
賞
事
一

」
の
四

文
字
に
集
約
さ
れ
て
い
て
、
改
行
し
て
梅
宮
祭
、
兼
平
の
還
御
、
旬
平
座
、

更
衣
の
記
事
が
続
く
。
こ
の
巻
の
末
尾
は
五
月
二
十
九
日
条
に
な
っ
て
い

る
か
ら
、非
暦
日
次
記
と
し
て
の「
弘
安
九
年
四
・
五
月
記
」の
体
裁
に
な
っ

て
い
る
。
日
次
記
と
重
複
す
る
四
月
一
日
条
の
存
在
を
考
え
て
も
、787

と788

の
二
巻
は
、
事
実
上
、「
後
宇
多
天
皇
春
日
行
幸
別
記
」
だ
と
考
え

て
い
い
だ
ろ
う
。
春
日
行
幸
に
供
奉
し
た
兼
平
の
四
月
一
日
の
還
御
が

788

の
末
尾
で
は
な
く
、
日
次
記
の789

に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る

と
、「
後
宇
多
天
皇
春
日
行
幸
別
記
」
を
書
い
た
兼
仲
は
、
摂
関
家
の
家

人
と
し
て
の
意
識
で
は
な
く
、
行
事
蔵
人
の
日
記
と
し
て
こ
の
別
記
を
書

い
て
い
る
。

　

こ
の787

・788

に
は
、原
初
的
な
題
名
を
示
す
端
裏
書
や
原
表
紙
は
残
っ

て
お
ら
ず
、
現
在
の
題
簽
に
も
「
兼
仲
卿
記
」
と
あ
る
の
み
で
、
別
記
と

し
て
の
位
置
づ
け
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、『
広
橋
家
日
記
書
籍
等
目
録
』

一
一
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
写
真
帳
）
所
収
「
目
録
」
に
は
「
春

日
行
幸
別
記
上
」（
弘
安
九
年
）
の
記
載
が
み
え
る（

（1
（

。
こ
れ
は
、
こ
の

787

・788

が
後
世
の
広
橋
家
で
は
「
春
日
行
幸
別
記
」
と
見
な
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
日
付
が
重
複
す
る
末
尾
の
四
月
一
日
条
を
除

い
て
、
こ
の
「
別
記
」
が
、
日
次
記
と
連
動
し
つ
つ
も
、
日
次
記
と
切
り

離
さ
れ
た
「
別
記
」
と
し
て
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
日
常
的
な
日
次
記

作
成
の
な
か
で
、
日
次
記
を
意
図
的
に
別
記
的
に
さ
せ
る
と
い
う
形
で
作

成
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
点
で
は
、787

・788

は
日
次
記
で
も

あ
り
、
別
記
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
「
正
応
二
年
四
・
五
月
記
」
も
「
正
応
二
年
四
月
十
三
日
、
壬
戌
、
晴
、

日
中
懺
法
読
畢
、
令
二

休
息
一

、
申
斜
自
二

近
衛
殿
一

兼
俊
奉
書
到
来
、
可

レ

有
二

宣
下
事
一

、
其
間
事
有
二

可
レ

被
レ

仰
之
子
細
一

、
今
間
可
二

参
仕
一

之
由
、

被
二

仰
下
一

」
と
、
四
月
一
日
で
は
な
く
、
十
三
日
条
か
ら
書
き
始
め
ら
れ

て
い
る
。
兼
仲
の
主
人
で
あ
る
右
大
臣
藤
原
家
基
に
対
す
る
関
白
宣
下
か

ら
記
事
が
始
ま
り
、
一
連
の
就
任
行
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
巻
の
前

に
当
た
る
「
正
応
二
年
三
月
記
」（812

）
は
一
日
条
か
ら
始
ま
っ
て
い
る

が
、
晦
日
ま
で
の
記
事
は
な
く
、
二
十
日
条
の

閣
作
文
の
記
事
が

「
以
二

角
殿
殿
上
一

為
二

其
所
一

、
題
」
と
記
し
て
中
途
半
端
な
形
で
終
わ
っ

て
い
た
。
後
欠
で
は
な
く
、
十
三
行
分
の
空
白
を
残
し
て
で
で
あ
る
。
お

そ
ら
く
兼
仲
は
こ
の
三
月
二
十
日
以
降
日
記
を
記
し
て
お
ら
ず
、
四
月

十
三
日
に
関
白
宣
下
が
あ
っ
た
こ
と
で
、
意
を
新
た
に
し
て
別
の
継
紙
に
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日
記
を
書
き
始
め
た
の
だ
ろ
う
。

　

月
が
変
わ
っ
た
五
月
一
日
以
降
も
同
じ
継
紙
に
記
し
続
け
る
が
、
五
月
の

記
事
は
伏
見
天
皇
や
春
宮
に
立
て
ら
れ
た
ば
か
り
の
胤
仁
親
王
周
辺
の
記

事
が
多
く
、
家
基
に
関
し
て
は
、
四
日
・
五
日
の
「
参
二

殿
下
一
、
申
二

条
一々
」

程
度
の
記
事
に
過
ぎ
な
い
。
そ
こ
で
、
五
日
を
も
っ
て
擱
筆
し
て
し
ま
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
別
記
「
近
衛
殿
任
関
白
記
」
の
様
相
を
呈
す
る
日
記

で
あ
る
が
、
巻
首
端
裏
に
は
「
正
応
二
年
四
五
月
記
〈
五
月
在
レ

別
〉
右

中
弁
藤
原
兼
仲
」の
原
題
が
付
さ
れ
て
い
る
。兼
仲
の
意
識
の
な
か
で
は
、

こ
の
巻
は
「
近
衛
殿
任
関
白
別
記
」
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
「
正
応
二

年
四
五
月
記
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
巻
は
五
月
五
日
で
書
き
終
え
て

い
る
が
、
五
月
記
は
別
に
も
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
の
が
「
五
月
在

レ

別
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

三
、
筆
録
の
意
識
と
方
法

　

前
章
の
最
後
で
は
、
端
裏
の
題
に
み
え
る
兼
仲
の
筆
録
意
識
に
つ
い
て

言
及
し
た
が
、他
の
巻
の
端
裏
書
に
も
兼
仲
の
意
識
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　
「
建
治
二
年
正
・
二
月
記
」（755

）「
建
治
二
年
秋
記
」（756

）
の
署
名

は「
正
五
位
下
治
部
少
輔
兼
仲
」、｢

建
治
二
年
十
一
月
・
十
二
月
記
」（757

）

は
「
治
部
少
輔
兼
仲
」、「
建
治
三
年
春
記
」（758

）
は
「
治
部
少
輔
」
で

あ
る
が
、
次
に
署
名
が
あ
る
「
弘
安
四
年
夏
記
」（767

）
か
ら
は
「
殿
下

執
事
」、「
殿
下
執
事
治
部
少
輔
」（768

）、「
正
五
位
下
治
部
少
輔
殿
下
執

事
」（769

）、「
殿
下
執
事
治
部
少
輔
兼
仲
」（775

）
と
署
名
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
位
階
・
官
職
に
変
化
は
な
い
が
「
殿
下
執
事
」
が
兼
仲
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
兼
仲
は
建
治
元
年

（
一
二
七
五
）
十
一
月
二
十
八
日
か
ら
藤
原
兼
平
家
の
政
所
別
当
で
あ
っ

た
が
、
建
治
二
年
記
に
「
殿
下
家
司
」
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
建
治
三

年
二
月
に
兄
兼
頼
が
亡
く
な
り
、
兼
仲
が
こ
の
家
の
家
長
と
な
っ
て
、
兼

平
を
支
え
る
執
事
別
当
に
就
任
し
た
こ
と
は
大
き
く
、
こ
の
時
期
の
『
勘

仲
記
』
は
、
摂
関
家
執
事
別
当
の
職
務
を
記
録
す
る
日
記
と
い
う
性
格
を

も
っ
て
い
た
。

　

次
に
署
名
が
変
化
す
る
の
は
、「
弘
安
九
年
秋
記
」（791

）
で
、「
蔵
人

治
部
少
輔
」（791

・792

・796

・799

・800

）
の
署
名
に
な
る
。
兼
仲
が

五
位
蔵
人
に
補
せ
ら
れ
た
の
は
弘
安
七
年
（
一
二
八
四
）
正
月
十
三
日
で

あ
る
が
、弘
安
七
年
の
日
記
に
は
署
名
が
な
い
。『
職
事
補
任
』に
よ
れ
ば
、

兼
仲
の
蔵
人
就
任
時
に
は
、
上
首
と
し
て
平
仲
兼
・
藤
原
定
光
が
在
任
し

て
い
た
。
仲
兼
が
弘
安
八
年
三
月
に
蔵
人
を
去
り
、
定
光
も
同
年
七
月
に

死
去
し
た
た
め
、
弘
安
八
年
に
は
兼
仲
が
五
位
蔵
人
の
上
首
に
な
っ
た
。

最
上
首
と
な
っ
た
こ
と
で
蔵
人
と
し
て
の
自
覚
が
強
ま
り
、「
蔵
人
治
部

少
輔
」
の
署
名
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
弘
安
十
年
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十
月
に
後
宇
多
天
皇
か
ら
伏
見
天
皇
へ
の
代
替
わ
り
が
行
わ
れ
る
が
、
再

任
さ
れ
た
兼
仲
が
筆
頭
の
五
位
蔵
人
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
か
っ

た
。弘
安
七
年
記
以
降
、摂
関
家
行
事
に
関
す
る
記
述
量
は
少
な
く
な
り
、

蔵
人
と
し
て
公
事
に
関
す
る
記
事
が
増
え
る
。
し
ば
し
ば
摂
政
亭
に
赴
い

て
は
い
る
が
、
蔵
人
と
し
て
摂
政
に
内
覧
す
る
た
め
で
あ
っ
て
、
摂
関
家

の
家
政
を
遂
行
す
る
た
め
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

以
後
、
署
名
の
あ
る
巻
は
少
な
く
、「
正
応
二
年
四
・
五
月
記
」（813

）

の
「
右
中
弁
藤
原
兼
仲
」、　
「
正
応
五
年
十
一
月
記
」（819

）
の
「
蔵
人

頭
春
宮
亮
」、「
永
仁
元
年
十
二
月
記
」（824
）
の
「
権
中［　
　

］」
が

確
認
で
き
る
の
み
で
あ
る
。

　

日
記
を
書
き
始
め
て
間
も
な
い
こ
ろ
の
兼
仲
の
筆
録
姿
勢
は
、
記
録
の

充
実
化
、
補
完
を
強
く
意
識
し
た
も
の
だ
っ
た
。「
建
治
元
年
十
・
十
一
月

記
」
で
は
、
こ
の
巻
が
「
鷹
司
大
殿
任
摂
政
記
」
と
い
う
性
格
を
も
つ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
冒
頭
の
十
月
二
十
一
日
条
の
な
か
に
、「
今
日
異
国
牒

状
有
二

評
定
一

、
左
大
弁
具
房
卿
読
二

申
牒
状
一

、
参
仕
公
卿
并
其
趣
可
二

尋

記
一

者
也
」
と
記
し
て
、
第
一
張
の
末
尾
四
行
分
と
第
二
張
の
冒
頭
八
行

分
の
空
白
を
予
め
設
け
、
九
行
目
か
ら
「
及
レ

晩
新
中
納
言
〈
資
宣
卿
、〉

参
入
、
着
二

障
子
上
端
座
一

」
以
下
の
後
続
記
事
を
記
す
。
後
日
、
参
仕
の

公
卿
に
関
す
る
情
報
を
得
て
、
第
一
張
末
の
記
事
の
最
後
に
続
け
て
「
相

国
・
内
府
・
土
御
門
大
納
言
〈
定
実
、〉・
治
部
卿
・
大
理
・
左
大
弁
、
堀

川
大
納
言
・
帥
両
人
不
参
云
々
」
と
二
行
に
わ
た
る
書
き
込
み
を
し
て
い

る
が
、
異
国
牒
状
の
内
容
に
関
す
る
情
報
は
入
手
で
き
な
か
っ
た
と
み
え

て
、
計
十
一
行
分
が
空
白
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
第
十
九
張
末
に
記
さ

れ
た
十
月
二
十
七
日
条
の
煕
仁
親
王
宣
下
の
記
事
で
も
、「
御
侍
者
・
蔵

人
等
可
二

尋
記
一

」
と
し
て
、
継
が
れ
た
第
二
十
張
の
冒
頭
六
行
を
空
け
、

そ
れ
に
続
く
新
院
姫
宮
魚
味
始
の
記
事
で
も
、「
参
仕
公
卿
・
陪
膳
・
役

送
可
二

尋
記
一

」
と
記
し
た
ま
ま
五
行
分
を
空
け
て
後
日
の
補
入
を
予
定
し

た
が
、
い
ず
れ
も
補
完
が
叶
わ
ず
空
白
の
ま
ま
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ま

た
、
こ
の
巻
の
第
五
張
か
ら
第
八
張
に
か
け
て
は
、
四
紙
の
宣
旨
・
詔
書

を
継
ぎ
入
れ
、
そ
の
冒
頭
に
「
後
日
相
二

尋
官･

外
記
一

続
二

加
之
一

」
と
書

き
入
れ
て
い
る
。『
勘
仲
記
』
全
体
を
通
じ
て
、
自
ら
発
給
し
た
文
書
の

書
様
を
書
き
載
せ
て
い
る
こ
と
は
多
い
が
、
関
係
文
書
を
取
り
寄
せ
て
ま

で
別
紙
を
継
ぎ
加
え
て
い
る
こ
と
は
必
ず
し
も
多
く
な
い
。
こ
の
「
建
治

元
年
十
・
十
一
月
記
」
の
場
合
は
、
日
記
を
書
き
始
め
て
間
が
な
い
兼
仲

の
強
い
意
欲
の
表
れ
だ
ろ
う
。

　

こ
の
記
の
十
一
月
七
日
条
に
は
兼
平
家
政
所
が
発
給
し
た
文
書
の
案
文

を
写
し
留
め
て
い
る
が
、こ
の
日
の
記
事
の
末
尾
の
行
の
下
に
、後
日「
今

日
被
レ

補
二

内
竪
頭
一

、
祗
候
侍
」
と
書
き
、
翌
八
日
条
と
の
行
間
に
、
小

書
き
で
「
助
康
子
息
助
有
所
レ

被
レ

補
也
、
以
二

御
教
書
一

仰
レ

之
」
続
け
、

さ
ら
に
小
さ
な
文
字
で
二
行
に
わ
た
っ
て
御
教
書
の
案
文
を
記
し
て
い
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る
。
そ
し
て
上
部
欄
外
に
「
内
竪
事
」
以
下
「
為
二

後
日
一

記
レ

之
」
ま
で

を
七
行
に
わ
た
っ
て
小
書
き
し
て
い
る
。
後
日
得
た
情
報
を
行
間
補
書
の

形
で
補
う
こ
と
は
、『
勘
仲
記
』
全
体
を
通
じ
て
随
所
に
見
ら
れ
る
。
末

尾
部
分
が
記
入
に
時
間
差
の
あ
る
記
事
で
あ
る
こ
と
は
、
自
筆
本
だ
か
ら

こ
そ
わ
か
る
の
で
あ
っ
て
、
写
本
に
な
っ
て
し
ま
う
と
読
み
取
れ
な
い
情

報
で
あ
る
。

　
「
弘
安
十
年
七
月
記
」（798
）
十
三
日
条
は
、
諸
国
申
請
雑
事
定
文
三

紙
と
文
殿
勘
文
一
紙
を
貼
り
込
み
、「
官
続
文
」
と
右
肩
に
書
き
入
れ
た

越
中
国
司
宛
て
太
政
官
符
（
治
暦
元
年
）・
越
中
国
宛
て
官
宣
旨
（
保
延

六
年
）
三
紙
、
越
中
守
申
文
（
弘
安
十
年
）
二
紙
、
淡
路
国
司
宛
て
太
政

官
符
（
大
治
二
年
）
二
紙
、
淡
路
守
申
文
（
弘
安
十
年
）
二
紙
、
紀
伊
国

司
宛
て
太
政
官
符
（
嘉
承
三
年
）
一
紙
、
対
馬
守
申
文
（
弘
安
十
年
）
四

紙
を
継
ぐ
。
こ
の
七
通
の
文
書
は
家
人
に
写
さ
せ
た
よ
う
で
、
誤
脱
を
修

正
す
る
手
が
入
っ
て
い
る
。
そ
の
あ
と
の
幅
の
短
い
一
紙
に
書
か
れ
た
兼

仲
筆
の
日
記
本
文
五
行
が
あ
り
、さ
ら
に
定
文
六
紙
を
貼
り
継
い
で
い
る
。

弘
安
十
年
（
一
二
八
七
）
は
兼
仲
が
蔵
人
を
強
く
意
識
し
て
日
記
を
書
い

て
い
た
時
期
に
当
た
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
は
、「
大
臣
被
レ

下
二

職
事
一

、
職

事
令
二

諸
卿
一

可
二

定
申
一

之
由
宣
下
也
、
為
レ

令
レ

知
二

子
孫
一

委
記
レ

之
」
と

記
し
た
上
で
張
り
込
ま
れ
て
い
る
か
ら
、
職
事
（
蔵
人
）
の
職
務
遂
行
の

た
め
に
必
要
な
情
報
を
子
孫
に
残
す
た
め
に
貼
り
込
ん
だ
の
で
あ
る
。

　
「
正
応
元
年
年
正
月
記
」（801

）
正
月
十
日
条
に
「
官
例
所
二

続
加
一

也
」

と
し
て
五
紙
の
文
殿
官
例
が
あ
り
、「
正
応
元
年
二
月
記
」（802

）
で
は

大
蔵
省
や
内
蔵
寮
発
給
文
書
が
継
ぎ
入
れ
ら
れ
て
い
る
。「
正
応
元
年
四

月
記
」（804

）
で
は
僧
事
聞
書
・
女
叙
位
聞
書
・
祈
年
穀
奉
幣
使
定
文
な

ど
の
人
事
関
係
文
書
を
貼
り
継
ぐ
。「
正
応
元
年
五
月
記
」（805

）
に
貼

り
込
ま
れ
て
い
る
の
は
、
南
所
申
文
・
陣
申
文
目
録
な
ど
弁
官
の
職
務
に

関
わ
る
文
書
で
あ
る
。
兼
仲
は
弘
安
十
年
十
二
月
十
日
に
右
少
弁
と
な
っ

た
。
翌
正
応
元
年
の
前
半
は
、
弁
官
と
し
て
の
日
記
を
充
実
さ
せ
る
た
め

に
文
書
の
貼
り
込
ん
だ
り
、
発
給
文
書
の
案
文
を
書
き
入
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。

　

暦
記
の
場
合
に
は
、数
日
の
時
間
を
お
い
て
記
事
を
書
き
入
れ
る
際
に
、

間
違
っ
た
日
付
の
部
分
に
書
き
入
れ
て
し
ま
い
、
正
し
い
日
付
部
分
に
挿

入
符
を
入
れ
て
、そ
こ
ま
で
を
線
で
つ
な
ぐ
こ
と
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。

こ
れ
は
『
御
堂
関
白
記
』
を
始
め
と
し
て
、
具
注
暦
に
は
よ
く
み
ら
れ
る

こ
と
で
あ
る（

（1
（

。

　
「
建
治
二
年
正
・
二
月
記
」
で
は
、
正
月
一
日
条
に
裏
書
が
用
い
ら
れ

て
い
る
。
表
に
は
関
連
記
事
が
な
い
法
成
寺
五
大
堂
御
修
法
と
摂
関
家
の

朱
器
節
供
に
つ
い
て
の
記
事
が
五
行
に
わ
た
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。
行
間

補
書
で
は
収
ま
り
き
ら
ず
、
紙
継
ぎ
す
る
程
の
分
量
で
も
な
い
か
ら
、
こ

の
手
法
が
用
い
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。『
御
堂
関
白
記
』
な
ど
で
は
、
表
書
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と
裏
書
の
使
い
分
け
が
あ
り
、
私
的
な
こ
と
や
和
歌
な
ど
は
裏
書
に
書
い

て
い
た（

（2
（

。
と
こ
ろ
が
、『
民
経
記
』
や
『
勘
仲
記
』
で
は
暦
記
と
非
暦
日

次
記
と
の
間
に
使
い
分
け
は
あ
っ
て
も（

（2
（

、
表
書
と
裏
書
と
の
間
に
使
い
分

け
は
な
か
っ
た
。「
弘
安
九
年
十
二
月
記
」（793

）
で
は
、
出
仕
し
な
か
っ

た
十
三
日
の
記
事
に
「
予
番
頭
卿
勤
二

仕
之
一

、
今
日
今
上
親
王
行
啓
始
、

俊
光
奉
行
、
在
レ

裏
」
と
行
間
補
書
し
な
が
ら
も
、
そ
の
「
在
レ

裏
」
に
該

当
す
る
裏
書
が
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　
「
建
治
二
年
秋
記
」（756

）
で
は
、
七
月
二
十
二
日
条
や
八
月
十
三
日
・

十
五
日
条
な
ど
「
可
二

尋
記
一

」「
委
細
事
可
二

尋
記
一

」
と
し
な
が
ら
も
空

行
を
設
け
な
い
記
事
が
登
場
す
る
。八
月
十
九
日
条
で
は
、本
文
中
に「
伝

聞
、
参
仕
公
卿
殿
下
・
前
内
大
臣
〈
師
継
公
、〉」
以
下
十
一
行
に
わ
た
っ

て
文
人
や
御
遊
の
所
作
人
の
名
を
記
し
た
後
、「
就
二

伝
説
一

記
レ

之
」と
い
っ

た
ん
書
い
て
か
ら
、
右
横
に
「
後
日
」
と
書
き
、「
伝
説
記
之
」
の
部
分

の
上
に
「
大
納
言
殿
」
と
情
報
源
を
重
ね
書
き
し
、
そ
の
下
に
「
仰
記
之
」

と
書
い
て
、
次
の
行
事
進
行
に
つ
な
げ
て
い
る
。「
伝
聞
」
は
第
三
十
一

張
の
二
行
目
に
当
た
る
か
ら
、
恐
ら
く
、
大
納
言
殿
す
な
わ
ち
藤
原
兼
忠

か
ら
情
報
を
得
た
こ
と
で
、
も
と
も
と
は
「
可
尋
記
」
と
書
い
て
あ
っ
た

第
三
十
一
張
の
紙
を
剥
が
し
て
取
り
替
え
て
、
こ
の
部
分
を
補
っ
た
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。
事
前
に
空
行
を
空
け
て
お
か
ず
と
も
、
事
後
の
情
報
に

応
じ
て
、
裏
書
き
し
た
り
、
本
紙
を
改
変
し
た
り
す
る
方
法
に
た
ど
り
着

い
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

　

後
聞
記
事
の
書
き
方
が
す
べ
て
こ
の
方
法
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。「
弘

安
二
年
三・四・五
月
記
」（763

）
の
三
月
十
七
日
条
の
「
後
日
伝
聞
、
有
二

御
贈
物
一

云
々
、
御
装
束
〈
御
直
衣
、〉
一
具
・
御
宿
衣
一
領
、
両
御
方
被

レ

進
二

御
牛
一

云
々
、
御
共
人
々
中
檀
紙
百
帖
被
レ

積
レ

之
云
々
、
遊
君
推
二

参

御
船
辺
一

、
給
二

五
明
少
一々

云
々
」
は
料
紙
の
中
程
に
書
か
れ
て
い
る
。

こ
の
十
七
日
か
ら
十
九
日
ま
で
は
兼
平
の
難
波
江
館
下
向
か
ら
還
御
ま
で

の
記
事
で
、
ほ
ぼ
す
べ
て
が
伝
聞
で
あ
る
。
兼
平
の
還
御
以
降
に
三
日
分

の
記
事
が
書
か
れ
た
と
み
ら
れ
る
。「
後
日
」
は
そ
の
な
か
で
の
時
間
差

な
の
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、「
弘
安
四
年
八
・
九
月
記
」（769

）
の
八
月
十
八

日
条
は
、「
晴
、
自
二

今
日
一

被
レ

始
二

行
秋
季
御
読
経
一

、
寛
元
以
後
久
不
レ

被
レ

行
歟
、
蔵
人
兵
部
権
大
輔
仲
兼
奉
行
、
定
已
下
公
卿
可
二

尋
記
一

」
と

書
き
、
続
け
て
「
伝
聞
、
官
方
奉
行
左
中
弁
雅
憲
朝
臣
早
出
、
不
レ

行
二

南

殿
事
一

、
無
レ

人
二

于
下
知
一

、
左
大
弁
宰
相
腹
立
」「
後
日
経
二

奏
聞
一

、
以

外
厳
密
有
二

其
沙
汰
一

、
且
如
何
様
可
レ

有
二

沙
汰
一

哉
之
由
、
可
レ

被
レ

申
二

合

殿
下
一

云
々
」
と
三
段
階
に
分
か
れ
た
情
報
が
一
日
分
の
記
事
と
し
て
書

か
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
可
能
と
す
る
た
め
に
は
、
翌
朝
で
は
な
く
、
数
日

後
に
ま
と
め
て
日
記
を
書
い
て
い
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
兼
仲
の
場

合
、
墨
色
や
筆
致
か
ら
、
数
日
分
ず
つ
ま
と
め
て
日
記
を
書
い
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
せ
る
こ
と
が
多
い
。
な
か
で
も
「
弘
安
七
年
十
二
月
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記
」（786

）
は
、
兼
仲
が
「
物
忩
之
余
、
随
二

案
出
一

書
レ

之
、〈
定
僻
事
多

歟
、〉
子
孫
可
二

見
直
一

者
也
」
の
奥
書
を
書
い
て
い
る
。
兼
仲
は
こ
の
月

の
日
記
を
書
い
て
お
ら
ず
、
後
に
な
っ
て
思
い
出
し
な
が
ら
、
ひ
と
月
分

の
日
記
を
書
い
た
と
い
う
意
味
な
の
だ
ろ
う
。『
九
条
殿
遺
誡
』
か
ら
導

き
出
さ
れ
る
、
毎
朝
、
前
日
の
出
来
事
を
日
記
に
記
す
貴
族
の
姿
は
幻
で

あ
る
。

　
「
建
治
三
年
春
記
」
の
正
月
七
日
条
（
白
馬
節
会
・
御
元
服
賀
表
記
事

あ
り
）
末
尾
に
九
行
の
空
白
が
あ
り
、
十
日
の
亀
山
上
皇
石
清
水
御
参
籠

記
事
の
「
供
奉
人
可
二

尋
記
一

」
の
あ
と
に
も
二
行
の
空
白
が
あ
る
。「
弘

安
元
年
冬
記
」（761

）
の
場
合
、
意
図
的
に
空
行
を
設
け
て
い
る
の
は
、

十
月
十
四
日
の
興
福
寺
上
棟
日
時
、
二
十
二
日
の
亀
山
上
皇
宇
治
御
幸
と

い
う
摂
関
家
に
と
っ
て
重
要
な
行
事
に
つ
い
て
の
記
事
で
、
同
じ
摂
関
家

の
行
事
で
も
日
常
的
と
も
い
え
る
十
一
月
八
日
の
兼
平
官
方
吉
書
記
事
は

「
其
儀
可
二

尋
記
一

」
と
書
き
つ
つ
も
空
行
を
設
け
て
い
な
い
。
重
要
度
に

応
じ
て
勘
案
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

兼
仲
は
、
日
記
へ
の
書
き
込
み
や
貼
り
込
み
と
は
別
に
、
日
記
と
連
動

す
る
別
紙
を
作
成
し
て
い
た
。
兼
仲
が
亀
山
院
院
司
と
な
っ
た
弘
安
五
年

の
秋
記
か
ら
五
位
蔵
人
在
任
期
に
か
け
て
、「
仰
詞
在
二

別
紙
一

」（
同
年
九

月
二
十
八
日
、
弘
安
七
年
四
月
二
日
・
八
月
七
日
・
十
月
十
五
日
条
）「
仰

詞
在
二

別
目
六
一

」（
弘
安
九
年
五
月
三
日
条
）
の
文
言
が
み
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
。「
奏
事
目
録
」
と
呼
ば
れ
る
文
書
の
作
成
で
あ
る（

（2
（

。
摂
政
へ
の

内
覧
に
際
し
て
も
、「
参
二

殿
下
一

、
内
二

覧
神
宮
条
々
已
下
事
一

、〈
目
六

在
二

別
紙
一

、〉」（
弘
安
七
年
三
月
十
九
日
条
）、「
内
覧
条
々
事
、
目
六
、

〈
在
二

別
紙
一

、〉」（
同
年
閏
四
月
十
日
条
）
と
あ
っ
て
、
内
覧
の
事
項
と

仰
せ
を
書
き
留
め
た
目
録
を
作
成
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

事
書
と
仰
詞
の
み
が
記
さ
れ
た
奏
事
目
録
と
は
異
な
る
様
式
の
目
録
も

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
弘
安
七
年
七
月
十
日
条
に
「
書
様
在
二

目
六
一

」
と

あ
る
「
目
六
」
は
、
成
功
功
人
宣
下
の
書
式
を
載
せ
た
も
の
で
あ
る
。
こ

う
し
た
文
書
の
書
式
集
・
案
文
集
も
「
目
六
」
と
呼
ば
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　

弘
安
六
年
十
月
九
日
条
で
は
、
兼
仲
が
仕
え
る
室
町
院
が
主
催
し
た
安

嘉
門
院
追
善
仏
事
を
奉
行
し
た
際
に
、「
兼
日
沙
汰
事
委
雖
レ

見
二

文
書
一

、

大
概
注
二

付
之
一

」
と
記
し
て
お
り
、
こ
の
追
善
仏
事
に
関
係
す
る
「
文
書
」

が
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
同
じ
く
主
家
で
あ
る
摂
関
家

に
関
し
て
も
、
同
年
十
二
月
の
法
成
寺
御
八
講
に
つ
い
て
「
問
者
・
注
記

下
書
所
レ

給
二

寺
家
一

也
、
書
様
如
レ

例
、
見
二

文
書
一

」
と
あ
る
（
一
日
条
）。

日
記
に
文
書
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
、
発
給
文
書
の
案
文
集
が

別
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
蔵
人
に
な
っ
て
か
ら
は
、「
大
宮
院
被
レ

申
合

爵
事
、
今
日
宣
二

下
吉
田
中
納
言
一

了
、
書
様
在
二

符
案
一

」（
弘
安
七
年
二

月
二
十
七
日
条
）
と
あ
る
よ
う
な
「
符
案
」
と
呼
ば
れ
る
発
給
文
書
集
を

作
成
し
て
い
る（

（2
（

。御
書
所
作
文
を
奉
行
し
た
時
に
は
、室
礼
に
関
し
て「
色
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目
等
見
二

雑
文
書
一

」（
弘
安
七
年
三
月
二
十
日
条
）
と
書
い
て
い
る
か
ら
、

行
事
遂
行
に
か
か
わ
る
文
書
が
日
記
と
は
別
に
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
う
し
た
「
雑
文
書
」
に
つ
い
て
は
、
日
野
流
と
同
じ
く
蔵
人
・

弁
官
を
歴
任
す
る
勧
修
寺
流
藤
原
氏
の
譲
状
に
見
え
、
家
記
と
と
も
に
家

継
承
者
に
譲
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る（

（2
（

。

　

兼
仲
が
蔵
人
と
し
て
奉
行
を
勤
め
た
春
日
行
幸
に
際
し
て
は
「
兼
日
事

条
々
篇
目
、
委
見
二

帖
帳
一

、
仍
不
レ

及
二

記
付
一

」
と
い
う
記
事
が
あ
る
（
弘

安
九
年
三
月
二
十
八
日
条
）。目
録
的
な「
条
々
篇
目
」を
書
き
込
ん
だ
り
、

文
書
を
張
り
込
ん
だ
り
し
た「
帖
帳
」と
い
う
帳
面
が
つ
く
ら
れ
て
い
た
。

兼
仲
は
、
日
記
を
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
を
使
っ
て
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、

院
司
・
蔵
人
・
弁
官
に
な
る
と
、
日
記
と
連
動
す
る
目
録
・
文
書
集
を
作

成
し
て
、
職
務
を
こ
な
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

一
章
で
は
『
勘
仲
記
』
の
現
状
と
改
装
前
の
藤
波
家
所
蔵
時
代
の
あ
り

方
の
違
い
を
『
藤
波
家
蔵
文
書
記
録
目
録
』
か
ら
復
元
し
、
原
本
の
観
察

か
ら
、
兼
仲
筆
録
時
以
降
の
装
訂
の
変
化
を
指
摘
し
た
。
二
章
で
は
、
暦

記
と
非
暦
日
次
記
、
別
記
と
の
関
係
が
父
経
光
の
『
民
経
記
』
と
は
異
な

り
、
暦
記
の
み
を
書
き
非
暦
日
次
記
を
併
用
し
て
い
な
い
と
き
に
「
別
記
」

を
書
い
た
こ
と
、
現
在
、
別
記
と
は
称
さ
れ
て
い
な
い
が
、
別
記
を
意
識

し
て
書
い
た
巻
が
あ
る
こ
と
、
た
だ
し
、
兼
仲
自
身
、
そ
の
別
記
と
日
次

記
と
の
区
別
が
や
や
あ
い
ま
い
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
異
筆
で
あ
る

『
興
福
寺
上
棟
別
記
』
の
性
格
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。
そ
し
て
三
章
で

は
、端
裏
書
に
あ
る
署
名
の
自
意
識
と
記
事
内
容
が
連
動
し
て
い
る
こ
と
、

兼
仲
が
文
書
の
貼
り
継
ぎ
・
行
間
補
書
・
裏
書
・
料
紙
替
え
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
方
法
を
使
っ
て
日
記
を
充
実
さ
せ
よ
う
と
し
、
公
事
遂
行
の
た
め

に
別
紙
の
目
録
や
文
書
集
・
雑
文
書
を
用
い
て
、
そ
れ
を
日
記
と
連
動
さ

せ
て
い
た
こ
と
な
ど
を
述
べ
た
。

　

活
字
本
か
ら
一
部
の
文
字
列
情
報
だ
け
を
取
り
出
し
て
利
用
す
る
こ
と

は
容
易
く
、
活
字
本
の
情
報
で
「
日
記
論
」
を
唱
え
る
こ
と
も
可
能
で
は

あ
る
。
し
か
し
、
自
筆
本
が
も
つ
文
字
列
以
外
の
情
報
を
読
み
取
っ
て
、

記
主
の
筆
録
意
識
や
日
記
の
あ
り
方
を
探
り
、
さ
ら
に
は
そ
の
日
記
を
含

む
史
料
群
の
性
格
を
踏
ま
え
て
考
え
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た

学
問
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
な
く
し
て
は
、
史
料
の
表
面
を
す
く
っ
た
だ
け
に

な
っ
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
る
。
本
稿
が
日
記
の
あ
り
方
を
考
え
る
一
助

と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

注（
１
）	

高
橋
秀
樹
「
広
橋
家
旧
蔵
「
兼
仲
卿
暦
記　

文
永
十
一
年
」
に
つ
い
て
」（『
国
立
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歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
七
〇
、一
九
九
七
年
）。

（
２
）	『
中
世
の
日
記
の
世
界
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）。

（
３
）	『
古
記
録
入
門
』（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
五
年
）、『
玉
葉
精
読
』（
和
泉
書
院
、

二
〇
一
三
年
）、「
史
料
を
精
読
す
る
と
い
う
こ
と
」（『
日
本
古
書
通
信
』

一
〇
一
四
、二
〇
一
四
年
）、「
古
記
録
読
み
の
対
話
と
格
闘
」（『
史
学
研
究
集
録
』

四
三
、二
〇
一
九
年
）。

（
４
）	

広
橋
家
所
蔵
の
近
世
写
本
は
、
こ
の
重
書
と
は
別
に
、
藤
波
家
を
経
由
せ
ず
に
流

出
し
、
一
部
は
京
都
府
の
所
蔵
に
帰
し
た
。
京
都
学
・
歴
彩
館
に
は
、「
広
橋
蔵
書
」

の
印
が
あ
る
図
書
が
一
七
八
点
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
西
村
隆
「
公
家
の
蔵
書
印
を

有
す
る
図
書
―
広
橋
・
柳
原
・
日
野
等
―
」（『
資
料
館
紀
要
』三
五
、二
〇
〇
七
年
）。

そ
の
流
出
時
期
は
、
重
書
の
藤
波
家
へ
の
移
動
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
明
治
四
十
年
代

で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
藤
波
家
か
ら
、
あ
る
い
は
広
橋
家
か
ら
流
出
し
た
広
橋
家

旧
蔵
本
が
、
宮
内
庁
書
陵
部
・
国
立
国
会
図
書
館
・
国
立
公
文
書
館
・
東
北
大
学
・

東
京
大
学
・
國
學
院
大
學
・
東
京
理
科
大
学
・
明
治
大
学
・
早
稲
田
大
学
・
京
都

大
学
・
天
理
大
学
・
京
都
文
化
博
物
館
・
下
郷
共
済
会
な
ど
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

（
５
）	

佐
々
木
信
綱
「
岩
崎
文
庫
所
蔵
明
恵
上
人
歌
集
に
就
き
て
」（『
明
恵
上
人
歌
集
に

就
き
て
』
岩
崎
文
庫
、
一
九
一
九
年
）。

（
６
）	

村
口
半
次
郎
「
洒
竹
文
庫
及
び
和
田
維
四
郎
氏
」（『
紙
魚
の
昔
が
た
り
』
臨
川
書

店
、
一
九
七
八
年
、
初
版
一
九
三
四
年
）。

（
７
）	

同
右
。

（
８
）	

広
橋
本
の
移
動
に
つ
い
て
は
、『
大
日
本
古
記
録　

民
経
記
十
』（
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
七
年
）
の
解
題
を
参
照
し
た
。

（
９
）	『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
資
料
目
録［
一
三
］　

広
橋
家
旧
蔵
記
録
文
書
典
籍
類
』（
国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
二
〇
一
九
年
）。「
広
橋
家
旧
蔵
記
録
文
書
典
籍
類
」
の
史

料
に
つ
い
て
は
、
既
刊
刊
本
の
ほ
か
、
高
橋
研
究
室
架
蔵
の
写
真
帳
に
よ
っ
た
。

本
文
中
の
書
名
の
後
の
（　

）
内
に
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
架
蔵
番
号
を
示
し

た
。

（
10
）	

高
橋
一
樹
「
兼
仲
卿
記
断
簡
」（『
日
本
歴
史
』
七
三
八
、二
〇
〇
九
年
）。

（
11
）	

二
〇
二
一
年
八
月
末
段
階
で
、
館
蔵
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
は
未
掲
載
。
史
料
写

真
の
一
部
は
、『
思
文
閣
古
書
資
料
目
録
』
二
六
三
（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
九
年
）

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）	

尾
上
陽
介
「
東
京
理
科
大
学
近
代
科
学
資
料
館
所
蔵
『
具
註
暦　

仮
名
暦
』
に
つ

い
て
」（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
一
八
、二
〇
〇
八
年
）。

（
13
）	

伴
瀬
明
美
「
史
料
編
纂
所
所
蔵
『
古
文
書
目
録
』（『
藤
波
家
蔵
文
書
記
録
目
録
』）」

（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
二
三
、二
〇
一
三
年
）。

（
14
）	

通
常
は
単
に
「
日
次
記
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
暦
記
も
日
次
記
で
あ
る
の
で
、

そ
れ
と
区
別
す
る
た
め
に
「
非
暦
日
次
記
」
の
称
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
（
前
掲

『
古
記
録
入
門
』）。

（
15
）	「『
民
経
記
』
と
暦
記
・
日
次
記
」（『
日
記
に
中
世
を
読
む
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
八
年
）。

（
16
）	「『
勘
仲
記
』
に
み
る
暦
記
の
特
質
」（『
中
世
朝
廷
の
官
司
制
度
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
一
年
）。

（
17
）	『
勘
仲
記
』
に
は
、
一
部
が
異
筆
で
書
か
れ
て
い
る
巻
が
も
う
一
巻
あ
る
。「
弘
安

七
年
六
月
記
」（782

）
で
、
一
日
条
か
ら
十
三
日
条
途
中
ま
で
（
第
一
張
か
ら
第

九
張
途
中
ま
で
）
が
兼
仲
の
筆
跡
で
は
な
い
。
こ
の
部
分
の
み
他
筆
で
書
か
れ
て

い
る
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

（
18
）	

遠
藤
前
掲
論
文
。

（
19
）	

倉
本
一
宏
氏
は
、『「
御
堂
関
白
記
」
を
読
む
』（
講
談
社
、
二
〇
一
三
年
）
の
な

か
で
、
自
筆
本
寛
弘
五
年
（
一
〇
〇
八
）
九
月
十
一
日
条
に
あ
る
敦
成
誕
生
、
賜

禄
記
事
の
次
の
○
印
と
、
十
日
条
の
間
空
き
に
書
か
れ
た
臍
の
緒
を
切
る
な
ど
の

記
事
と
を
結
ぶ
圏
線
に
つ
い
て
、「
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
ど
う
し
て
も

紙
背
に
記
録
し
た
く
な
か
っ
た
道
長
は
、
十
日
の
部
分
に
な
だ
れ
込
ん
で
記
し
た

も
の
の
、
案
外
に
記
す
べ
き
記
事
が
少
な
か
っ
た
の
で
（
中
略
）「
御
湯
鳴
弦
」

以
下
の
記
事
を
十
一
日
の
部
分
に
記
し
た
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
」と
し
、
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こ
の
圏
線
を
引
出
線
と
考
え
る
。
し
か
し
、
○
印
と
線
、
そ
れ
と
つ
な
が
る
十
日

条
途
中
か
ら
の
記
事
は
、
十
日
条
の
他
の
記
事
と
も
、
十
一
日
条
の
記
事
と
も
墨

色
が
異
な
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
部
分
が
後
日
の
書
き
入
れ
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
後
日
、
記
事
を
書
き
入
れ
た
と
き
に
十
一
日
の
間
空
き
に
書
く
べ
き
と

こ
ろ
を
誤
っ
て
十
日
の
間
空
き
に
書
い
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
十
一
日
条
に
挿
入

符
と
し
て
○
印
を
付
け
、
書
き
入
れ
記
事
の
右
肩
に
打
っ
た
○
印
と
を
線
で
結
ん

だ
の
で
あ
る
。
筆
者
は
、
平
安
時
代
か
ら
戦
国
時
代
ま
で
の
自
筆
本
を
原
本
・
写

真
の
形
で
数
多
く
み
て
き
た
が
、
引
出
線
に
出
会
っ
た
こ
と
は
な
い
。

（
20
）	

高
橋
秀
樹
「
古
記
録
と
仮
名
日
記
」（『
平
安
文
学
史
論
考
』
武
蔵
野
書
院
、

二
〇
〇
九
年
）、
倉
本
一
宏
「『
御
堂
関
白
記
』
の
裏
書
」（『『
御
堂
関
白
記
』
の

研
究
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
八
年
、
初
出
二
〇
一
五
年
）。

（
21
）	『
民
経
記
』に
お
け
る
暦
記
と
非
暦
日
次
記
と
の
使
い
分
け
は
尾
上
前
掲
論
文
、『
勘

仲
記
』
の
そ
れ
に
つ
い
て
は
遠
藤
前
掲
論
文
に
詳
し
い
。

（
22
）	

奏
事
目
録
の
実
物
と
し
て
、『
後
花
園
院
三
十
三
回
忌
曼
荼
羅
供
雑
事
文
書
』（81

）

の
な
か
に
、
文
亀
二
年
（
一
五
〇
二
）
十
一
月
十
八
日
の
奏
事
目
録
（
広
橋
守
光

作
成
）
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

（
23
）	

符
案
の
実
物
と
し
て
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
「
田
中
穣
氏
旧
蔵
典
籍
古
文

書
」
の
な
か
に
、
甘
露
寺
家
・
中
山
家
伝
来
の
符
案
を
ま
と
め
た
『
案
文
書
類
巻
』

が
あ
る
。

（
24
）
高
橋
秀
樹
「
貴
族
層
に
お
け
る
中
世
的
「
家
」
の
成
立
と
展
開
」（『
日
本
中
世
の

家
と
親
族
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年
）。

【
付
記
】
本
稿
は
、
二
〇
二
〇
年
度
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
一
般
共
同
研
究
「
藤
波
家

旧
蔵
史
料
の
調
査
・
研
究
」（
研
究
代
表
者
高
橋
秀
樹
）、
お
よ
び
二
〇
二
一
年
度
国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
「『
広
橋
家
旧
蔵
記
録
文
書
典
籍
類
』
を
素
材
と
す
る

中
世
公
家
の
家
蔵
史
料
群
に
関
す
る
研
究
」（
研
究
代
表
者
家
永
遵
嗣
）
の
成
果
で
あ

る
。




